
か
ね
よ
し（
埼
玉
県
川
口
市
）

関
東
最
大
級
の
切
断
能
力

レ
ー
ザ
切
断
装
置
７
基
で
迅
速
対
応

革
新
進
む
レ
ー
ザ
切
断
技
術

特　集

５－９面

日
進
月
歩
で
開
発
進
む

先
端
技
術
で
自
動
・
効
率
化
進
む

（５） 第３４２２号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和年）２月８日（毎週火曜日発行）

ディスクレーザ切断

吉田社長

本
社
外
観

レーザ切断で実現したというエッジ加工

豊富に取りそろえている鋼材

　
薄
板
か
ら
中
厚
板
ま
で
の
切
断
に
お
い
て
、
レ
ー
ザ
切
断
は
も
の
づ
く
り
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
工
法
の
一
つ
で
あ
る
。
他
の
熱
切
断
方
法
と
比
較
す

る
と
、
レ
ー
ザ
切
断
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
た
め
、
熱
影
響
を
抑
え
た
高

い
切
断
品
質
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
切
断
速
度
も
、
こ
こ
数
年
で
格
段
に
向
上

し
て
い
る
。
レ
ー
ザ
に
よ
る
切
断
は
、
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー
ザ
切
断
・
炭
酸
ガ
ス
レ
ー

ザ
切
断
に
く
わ
え
、
近
年
登
場
し
た
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
切
断
な
ど
、
多
様
化

し
な
が
ら
着
実
に
適
応
範
囲
を
拡
張
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、
首
都
圏
で
は

最
大
級
と
な
る
切
断
装
置
保
有
数
を
誇
る
、か
ね
よ
し
と
、優
秀
製
品
の
紹
介
、

キ
ー
マ
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
レ
ー
ザ
切
断
の
全
容
を
把
握
す

る
。

　
埼
玉
県
川
口
市
で
、
鋼

・
ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ

な
ど
を
、
切
断
・
曲
げ
・

溶
接
し
た
金
属
材
料
を
製

造
販
売
し
て
い
る
、
か
ね

よ
し
（
吉
田
竜
一
社
長
）

は
、
２
０
１
６
年
に
２
基

の
８
㌔
ワ
ッ
ト
、

年
に

は

㌔
ワ
ッ
ト
の
デ
ィ
ス

ク
レ
ー
ザ
切
断
装
置
を
導

入
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

工
場
の
切
断
装
置
の
高
出

力
化
を
図
り
投
資
を
続
け

て
き
た
。
長
年
、
鋼
材
の

卸
売
を
生
業
と
し
て
き
た

同
社
は
、
鋼
材
に
高
い
付

加
価
値
を
付
与
す
る
だ
け

で
な
く
、
受
注
か
ら
納
品

ま
で
を
一
元
対
応
す
る
こ

と
に
よ
る
迅
速
化
な
ど
、

他
社
と
の
差
別
化
に
注
力

し
て
い
る
。
業
界
最
速
を

目
指
す
同
社
の
も
の
づ
く

り
を
取
材
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　

　
金
属
の
切
断
を
軸
に
後

加
工
の
曲
げ
・
溶
接
に
も

対
応
す
る
金
属
加
工
品
卸

売
業
者
か
ね
よ
し
。
同
社

へ
の
依
頼
は
、
一
部

㍉

以
上
の
も
の
も
あ
る
が
、

多
く
は

㍉
以
下
の
厚
み

の
金
属
板
で
、
素
材
は
鋼

が
約

％
、
ス
テ
ン
レ
ス

が
約

％
、
ア
ル
ミ
が
約


％
で
、
残
り
の
ご
く
一

部
が
銅
・
ア
ル
ミ
・
チ
タ

ン
・
木
材
・
ア
ク
リ
ル
・

紙
な
ど
に
な
る
。
「
受
注

の
７
割
は
翌
日
に
出
荷
し

て
い
る
」
と
い
う
迅
速
性

を
強
み
と
し
て
お
り
、
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
が
延

床
面
積
１
８
２
０
平
方
㍍

の
工
場
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
計
５
台
の
デ
ィ
ス
ク

レ
ー
ザ
切
断
装
置
と
２
台

の
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
切
断

装
置
だ
。

　
特
に
活
躍
し
て
い
る
の

は
ト
ル
ン
プ
社
製
「
Ｔ
ｒ

ｕ
Ｌ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ
５
０
３
０

Ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
」
。
同
装
置

は
最
大
出
力

㌔
ワ
ッ
ト

の
発
振
器
を
搭
載
し
、
炭

酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
切
断
装
置

か
ら
置
き
換
え
た
も
の
。

導
入
に
よ
り
３
割
程
度
加

工
速
度
が
向
上
し
、
１
５

２
４
㍉
×
３
０
４
８
㍉
と

い
う
大
型
金
属
板
の
切
断

も
実
現
し
た
。
ト
ル
ン
プ

社
製
へ
の
こ
だ
わ
り
を
同

社
の
吉
田
竜
一
社
長
は

「
レ
ー
ザ
装
置
の
導
入
を

考
え
て
い
た
２
０
０
３
年

当
時
、
ビ
ニ
ー
ル
が
貼
っ

て
あ
る
金
属
板
を
ビ
ニ
ー

ル
を
剥
が
さ
な
い
で
切
断

で
き
る
の
は
ト
ル
ン
プ
社

製
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
ト

ル
ン
プ
社
製
を
積
極
的
に

使
用
し
て
い
る
。
ビ
ニ
ー

ル
を
剥
が
す
と
、
施
工
後

に
ビ
ニ
ー
ル
を
貼
る
と
い

う
工
程
が
生
ま
れ
る
た

め
、
当
社
が
追
い
求
め
る

迅
速
性
に
は
最
適
だ
と
判

断
し
た
」
と
話
す
。

　
続
い
て
、
置
き
換
え
を

進
め
て
い
る
と
は
い
え
同

社
で
は
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ

切
断
装
置
２
基
残
し
て
い

る
。
こ
の
理
由
は
、
デ
ィ

ス
ク
レ
ー
ザ
の
ビ
ー
ム
品

質
は
突
貫
力
が
あ
り
穴
開

け
な
ど
に
は
適
し
て
い
る

が
、
ア
ン
グ
ル
・
チ
ャ
ン

ネ
ル
・
パ
イ
プ
な
ど
各
種

鋼
材
の
穴
あ
け
や
、
木
材

・
ア
ク
リ
ル
な
ど
加
工
の

汎
用
性
は
、
炭
酸
ガ
ス
レ

ー
ザ
に
優
位
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー

ザ
は
銅
や
ア
ル
ミ
な
ど
の

高
反
射
性
の
あ
る
金
属
に

照
射
す
る
と
跳
ね
返
っ
て

し
ま
う
た
め
、
デ
ィ
ス
ク

レ
ー
ザ
で
の
切
断
に
優
位

性
が
あ
る
。
同
社
が
掲
げ

る
「
１
点
か
ら
、
翌
日
納

品
」
を
可
能
に
す
る
た
め

に
は
、
適
材
適
所
で
装
置

の
性
能
を
最
大
化
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
る
と

い
う
。

　
同
社
が
迅
速
性
を
追
い

求
め
る
理
由
に
つ
い
て

は
、
「
当
社
で
は
、
高
精

度
が
求
め
ら
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
品
に
お
け
る
ス
テ
ン
レ

ス
切
断
案
件
に
お
い
て
、

１
０
０
枚
以
上
の
切
断
を

担
当
し
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
時
で
あ
っ
て
も
、
１

週
間
で
納
入
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
高
性
能
な
装
置

を
導
入
す
れ
ば
精
度
は
他

社
で
も
達
成
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
金
属
卸
事

業
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
す
る
当
社
に
は
、
１
５

０
種
類
以
上
の
金
属
板
を

常
時
保
有
し
て
最
適
な
も

の
を
選
択
で
き
る
環
境

と
、
デ
ィ
ス
ク
レ
ー
ザ
切

断
装
置
５
基
・
炭
酸
ガ
ス

レ
ー
ザ
切
断
装
置
２
基
と

い
う
関
東
最
大
級
の
切
断

設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
た

め
、
作
業
の
迅
速
性
で
並

ぶ
の
は
難
し
い
。
Ｅ
Ｃ
世

界
最
大
手
の
米
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｏ
Ｎ
社
の
よ
う
に
、
依
頼

し
た
構
造
物
が
超
短
納
期

で
納
品
で
き
れ
ば
、
価
格

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
は
な
い
」（
吉
田
社
長
）

　
既
に
首
都
圏
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
切
断
装
置
保

有
数
を
誇
り
な
が
ら
も
、

同
社
で
は
昨
年
に
ト
ル
ン

プ
社
製
パ
ネ
ル
ベ
ン
ダ
ー

「
Ｔ
ｒ
ｕ
Ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
Ｃ
ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
５
０
３
０
」
、

同
デ
ィ
ス
ク
レ
ー
ザ
溶
接

装
置
「
Ｔ
ｒ
ｕ
Ｄ
ｉ
ｓ
ｋ

５
０
０
１
」
な
ど
、
積
極

的
に
切
断
の
後
加
工
の
設

備
投
資
も
続
け
て
い
る
。

年
間
約
１
４
０
０
社
か
ら

依
頼
が
あ
り
、
新
規
取
引

先
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

絶
え
な
い
と
い
う
、
業
界

最
速
を
目
指
す
同
社
の
進

化
は
ま
だ
止
ま
り
そ
う
も

な
い
。

　
■
レ
ー
ザ
切
断
の
原
理

と
特
性

　
レ
ー
ザ
と
い
う
文
言
に

前
衛
的
な
印
象
を
持
つ
人

も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の

原
理
は
、
レ
ー
ザ
光
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
溶

け
た
金
属
を
ア
シ
ス
ト
ガ

ス
で
吹
き
飛
ば
す
と
い

う
、
従
来
の
ガ
ス
切
断
や

プ
ラ
ズ
マ
切
断
と
同
じ
熱

切
断
方
法
の
一
つ
だ
。

　
ア
シ
ス
ト
ガ
ス
に
は
酸

化
防
止
の
た
め
に
窒
素
を

使
う
こ
と
が
多
い
が
、
酸

化
反
応
熱
を
利
用
し
て
切

断
能
力
を
向
上
す
る
た
め

に
酸
素
を
使
う
こ
と
も
あ

る
。
た
だ
、
酸
素
を
使
う

と
酸
化
皮
膜
を
生
成
す
る

た
め
、
き
れ
い
な
切
断
面

を
得
る
に
は
後
加
工
が
必

要
に
な
る
。

　
レ
ー
ザ
切
断
は
他
の
切

断
法
と
比
較
す
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
こ

と
、
熱
源
の
制
御
率
が
高

い
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
あ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
切

溝
が
小
さ
い
切
断
が
可
能

で
、
ひ
ず
み
が
発
生
し
に

く
く
、
発
生
す
る
粉
じ
ん

量
が
抑
え
ら
れ
る
。
く
わ

え
て
、
自
動
化
と
の
相
性

が
良
い
こ
と
は
優
れ
た
性

能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
多
く
の
優
位
性
を
持
つ

レ
ー
ザ
切
断
だ
が
、
レ
ー

ザ
切
断
装
置
さ
え
導
入
す

れ
ば
他
の
切
断
方
法
は
必

要
な
い
か
と
い
う
と
、
一

概
に
そ
う
と
は
い
え
な

い
。

　
例
え
ば
、切
断
速
度
は
、

現
時
点
で
は
プ
ラ
ズ
マ
切

断
の
方
が
早
い
と
さ
れ
て

お
り
、
切
断
で
き
る
板
厚

は
ガ
ス
切
断
の
方
が
格
段

に
分
厚
い
。
く
わ
え
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の

価
格
面
も
決
し
て
安
い
と

は
い
え
な
い
の
が
現
状

だ
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
と
向
き

合
う
た
め
に
も
レ
ー
ザ
切

断
に
は
、
開
先
加
工
切
断

や
、
ピ
ア
シ
ン
グ
技
術
と

い
っ
た
加
工
性
能
の
向

上
、
ま
た
は
発
振
器
そ
の

も
の
の
性
能
向
上
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
レ
ー
ザ
切

断
技
術
の
進
化
は
ま
す
ま

す
加
速
し
て
い
く
。

　
■
開
先
切
断
・
ピ
ア
シ

ン
グ

　
一
般
的
に
鉄
・
非
鉄
含

め
、
鋼
材
卸
と
呼
ば
れ
る

事
業
形
態
で
は
、
鋼
材
を

適
正
サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
し

て
、
溶
接
を
は
じ
め
と
す

る
加
工
業
者
に
販
売
し
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
昨
今

は
カ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
例
え
ば
開
先
加
工

を
行
っ
た
状
態
で
販
売
す

る
工
夫
や
、
自
社
で
加
工

も
担
当
す
る
事
業
所
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
従
来
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

な
ど
を
開
先
加
工
す
る
場

合
、
レ
ー
ザ
切
断
装
置
で

部
分
形
状
を
切
断
し
た
後

に
、段
取
り
替
え
を
行
い
、

ガ
ス
切
断
や
プ
ラ
ズ
マ
切

断
の
自
動
化
や
ロ
ボ
ッ

ト
、
機
械
加
工
に
よ
り
開

先
加
工
す
る
、
も
し
く
は

開
先
切
断
が
行
え
る
ガ
ス

切
断
機
や
プ
ラ
ズ
マ
切
断

機
に
よ
り
切
断
を
行
う
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
き

た
。
現
在
、
レ
ー
ザ
切
断

装
置
で
開
先
加
工
ま
で
行

え
る
モ
デ
ル
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
製
作
工
数

の
削
減
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
続
い
て
ピ
ア
シ
ン
グ
に

つ
い
て
。
一
般
的
に
切
断

を
行
う
前
に
は
、
切
込
み

開
始
点
で
材
料
に
穴
あ
け

作
業
を
行
い
、
こ
の
穴
あ

け
作
業
を
ピ
ア
シ
ン
グ
と

呼
ぶ
。
レ
ー
ザ
切
断
に
限

ら
ず
熱
加
工
で
は
、
材
料

に
入
っ
た
熱
に
よ
り
材
料

が
変
形
し
、
製
品
精
度
が

低
下
す
る
場
合
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、形
切
断
で
は
、

材
料
の
変
形
を
拘
束
す
る

目
的
で
ピ
ア
シ
ン
グ
後
に

切
断
を
行
う
方
法
が
多
く

用
い
ら
れ
る
。

　
板
厚
が
増
加
す
る
ほ

ど
、
ピ
ア
シ
ン
グ
に
か
け

る
時
間
も
増
加
し
て
い
く

傾
向
に
あ
る
た
め
、
ピ
ア

シ
ン
グ
の
課
題
は
時
間
短

縮
だ
。
そ
れ
が
、
レ
ー
ザ

の
連
続
発
振
に
よ
る
改
良

に
よ
り
、
比
較
的
良
好
な

穴
あ
け
が
短
時
間
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

特
に
昨
今
で
は
板
厚

㍉

以
上
の
ピ
ア
シ
ン
グ
に
も

対
応
す
る
装
置
も
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
性
能

は
格
段
に
向
上
し
て
い

る
。

　
■
レ
ー
ザ
切
断
の
種
類

　
レ
ー
ザ
切
断
に
は
、
炭

酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
、
フ
ァ
イ

バ
ー
レ
ー
ザ
、
デ
ィ
ス
ク

レ
ー
ザ
、
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー
ザ

な
ど
の
種
類
の
レ
ー
ザ
が

用
い
ら
れ
る
。
炭
酸
ガ
ス

レ
ー
ザ
は
、
炭
酸
ガ
ス
を

レ
ー
ザ
媒
質
と
し
て
、
放

電
励
起
に
よ
っ
て
レ
ー
ザ

光
を
得
る
。
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー

ザ
（
ロ
ッ
ド
型
）
と
比
較

す
る
と
、
レ
ー
ザ
光
の
伝

送
に
光
フ
ァ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
が
使
え
ず
、
シ
ス
テ
ム

が
大
型
の
専
用
機
に
な
っ

て
し
ま
う
欠
点
は
あ
る

が
、ビ
ー
ム
品
質
が
高
く
、

高
出
力
化
が
容
易
で
、
発

振
器
の
価
格
が
安
価
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
１
９
８
０
年

代
後
半
か
ら
高
速
・
高
品

質
を
実
現
す
る
切
断
方
法

と
し
て
、
シ
ャ
ー
リ
ン
グ

業
界
や
板
金
業
界
に
急
速

に
普
及
。
特
に
、
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
の
切
断
に
お
い
て

は
、
ひ
ず
み
が
小
さ
く
、

良
好
な
切
断
面
が
得
ら
れ

る
こ
と
か
ら
主
力
切
断
方

法
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
で
急

速
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い

る
の
が
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー

ザ
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
自
体
を
レ
ー

ザ
媒
質
と
し
て
、
レ
ー
ザ

光
を
増
幅
・
発
振
す
る
も

の
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
半
導
体

（
Ｌ
Ｄ
）
モ
ジ
ュ
ー
ル
か

ら
の
Ｌ
Ｄ
光
を
ダ
ブ
ル
ク

ラ
ッ
ド
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
に
伝
送
。
同
ケ
ー

ブ
ル
内
の
内
面
ク
ラ
ッ
ド

に
光
が
全
反
射
す
る
と
と

も
に
中
心
の
コ
ア
が
光
を

吸
収
し
、
レ
ー
ザ
光
を
発

振
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
レ
ー
ザ
光
の
伝
送
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を

使
う
た
め
、
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー

ザ
と
同
様
に
多
関
節
型
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
３
次
元

切
断
シ
ス
テ
ム
な
ど
汎
用

性
の
高
い
セ
ル
生
産
シ
ス

テ
ム
を
構
築
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
た
だ
、
ガ

ラ
ス
な
ど
炭
酸
ガ
ス
レ
ー

ザ
の
方
が
切
断
に
適
し
て

い
る
素
材
も
あ
る
た
め
、

素
材
や
板
厚
な
ど
ワ
ー
ク

に
応
じ
て
、
切
断
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
■
レ
ー
ザ
切
断
新
技
術

　
レ
ー
ザ
切
断
に
お
け
る

新
技
術
と
し
て
は
、
既
に

浸
透
し
て
い
る
と
は
い

え
、
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ

切
断
の
性
能
向
上
が
目
覚

ま
し
い
。

　
例
え
ば
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
切
断
機
が
市
場
に
登

場
し
た
当
初
は
、
薄
板
は

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
、
厚

板
は
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
と

い
う
明
確
な
す
み
分
け
が

み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
切

断
ヘ
ッ
ド
を
は
じ
め
と
す

る
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
の

技
術
的
な
進
歩
に
よ
っ
て

板
厚
の
違
い
に
よ
る
切
断

品
質
に
あ
ま
り
大
き
な
差

は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
現

在
で
は
お
お
よ
そ
９
㍉
ぐ

ら
い
ま
で
な
ら
差
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
た
。

　
続
い
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
ビ
ー
ム
形
状
可
変

レ
ー
ザ
だ
。
ビ
ー
ム
形
状

可
変
レ
ー
ザ
は
独
立
制
御

が
可
能
な
２
つ
の
ビ
ー
ム

を
発
振
す
る
も
の
だ
。
基

本
的
に
は
、
リ
ン
グ
状
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
布
し
た

リ
ン
グ
ビ
ー
ム
と
、
ス
ポ

ッ
ト
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

集
中
し
た
セ
ン
タ
ー
ビ
ー

ム
を
重
ね
る
こ
と
で
レ
ー

ザ
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
布

を
調
整
す
る
。

　
切
断
へ
の
応
用
で
は
、

先
行
す
る
リ
ン
グ
ビ
ー
ム

で
鋼
板
表
面
を
整
え
、
セ

ン
タ
ー
ビ
ー
ム
を
切
断
に

用
い
る
こ
と
で
加
工
を
安

定
化
す
る
。こ
れ
に
よ
り
、

バ
ー
ニ
ン
グ
の
発
生
を
抑

止
す
る
と
と
も
に
、
母
材

下
部
ま
で
ビ
ー
ム
や
ア
シ

ス
ト
ガ
ス
の
安
定
し
た
供

給
が
可
能
に
な
り
、
切
断

面
の
傷
や
テ
ー
パ
ー
を
改

善
す
る
効
果
が
得
ら
れ

る
。

　
切
断
の
場
合
、
薄
板
の

場
合
は
セ
ン
タ
ー
出
力
、

厚
板
の
場
合
は
リ
ン
グ
出

力
を
適
用
す
る
な
ど
、
板

厚
に
応
じ
て
セ
ン
タ
ー
出

力
と
リ
ン
グ
出
力
を
使
い

分
け
る
こ
と
で
、
よ
り
高

品
質
な
切
断
が
可
能
に
な

る
。

　
こ
の
他
に
も
微
細
加
工

向
け
に
シ
ン
グ
ル
モ
ー
ド

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
や
、

超
短
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
な
ど

の
技
術
革
新
も
進
ん
で
お

り
、
も
の
づ
く
り
の
高
度

化
に
よ
っ
て
素
材
が
多
様

化
し
、
設
計
が
複
雑
化
す

る
中
、
こ
れ
ら
の
動
向
に

応
え
る
技
術
の
一
つ
と
し

て
レ
ー
ザ
切
断
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。


